
試験研究成果普及情報 

 

部門 病害虫 対象 普及 

課題名：花き類病害の双方向型診断・防除システムの開発及び公開 

［要約］花き生産者及び研究指導機関が利用可能なウェブサイトとして「花き類病害の

診断・防除」を作成、公開した。極端に情報の少ない花き類病害の診断・防除のシステ

ムとして、現場指導上の有用なツールとなる。また、分子診断手法を併用して県内花き

で新たに 49 病害を発見した。 

ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ 花き、病害、診断、ウェブサイト、図鑑 

実施機関名     主    査  農林総合研究センター・暖地園芸研究所・環境研究室 

協力機関  （独）農研機構花き研究所、北海道花野セ、青森農総セ、

山形庄内農普産地研、山形農総セ、東京農総セ、静岡農技研、  
岐阜大・流域圏、大阪環境農総研、福岡農総試  

実施期間 ２００６年度～２００８年度 

［目的及び背景］ 

花き類は多品目が生産されているため不明な病害が多く発生し、生産現場では対応に

苦慮しており、花き類病害の診断・防除対策の確立が求められている。そこで、（独）花

き研究所を中心に、新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業「花き類病害の双

方向型総合診断・防除システムの開発及び公開」に取り組み、各都道府県等で蓄積され

てきた病害データを総合し、花き類病害全般に関わる大規模データベースを作成する。

また、花き類に発生する多数の未同定病害を分子診断の手法を用いて大量一括同定する。 

 

［成果内容］ 

１ （独）農研機構花き研究所を中心に、「花き類病害の診断・防除」のＨＰを作成した。

本サイトは草花、緑化植物、花木等の花き類病害専門のウェブサイトであり、比較的

新しく報告された病害を中心に既知病害を含めて図鑑的に掲載しており、無料で利用

できる。 

（１）検索は植物名、植物科名、病名、病原菌名及びキーワード検索（任意）より構成

され、候補となる病害のサムネイル画面が示される（図２）。 

（２）各病害のシートには病徴写真、発病時期、顕微鏡写真、防除法（一部）等を解説

している（図１）。 

（３）平成 20 年 11 月 11 日現在で 68 科、161 植物、449 病害、1380 写真のデータを取

りまとめた。 

２ 本ウェブサイトを通じて、（独）農研機構花き研究所が診断依頼を受け付ける。なお、

依頼は普及指導員や営農指導員等の指導者からを想定している。 

 



３ 本ウェブサイトは花き研究所のホームページが入り口となる。 

     http://flower.naro.affrc.go.jp/   「花き病害図鑑」 

４ 千葉県では、分子診断手法を併用して、ストックの Pythium jasmonium による苗腐

病（図３）、キンセンカ・バラ・チューリップに病害をおこす疫病菌３種の新種４種を

含む 49 病害を発見した。 

 

［留意事項］ 

掲載数は平成 21 年１月末時点で 449 病害であり、増補している。 

［普及対象地域］ 

県下全域 

［行政上の措置］ 

［普及状況］ 

ＨＰのアクセス数 14,145（平成 21 年 10 月 22 日現在） 

 

［成果の概要］ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 「花き類病害・診断」サイトのページ（例） 



 

 

 

 

 

［発表及び関連文献］ 
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［その他］ 

図３ ストック苗腐病 

 育苗中の発病状況と、新種の病原菌

Pythium jasmonium の卵胞子（右下） 

図２ 病害一覧（例） 


